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1.緒言

電動アシス ト自転車は,その利便性により幅広く用いら

れるようになつてきている.し かし,電 動アシス ト自転車

を使用するためには,バ ッテリーを外 して,充 電する必要

がある。このことは,電 動アシス ト自転車のレンタルシス

テムでは問題 となると考えられ,非接触給電を用いた充電

システムが必要不可欠である。本研究では,電 動アシス ト

自転車のための非接触給電システムの提案 と,試作装置に

ついて述べる。

2.非接触給電システム

2.1非接触給電システムの提案

電動アシス ト自転車の,非接触給電システムの概略図を

Fig。1に示す。給電装置から振動磁場を発生させ,ブ ース

トコイルを経由し,電動アシス ト自転車のバッテリーに給

電を行 うものである。非接触給電方法として,今 回は空心
コイルを用いた磁気共鳴型のものを用いる。磁気共鳴型を

利用する利点として,送 信側 と受信側のコイルの位置や,

向きがずれていても給電可能で,送電距離も共振周波数さ

え合っていれば遠距離給電も可能なためである。

2.2非接触給電システムの原理

非接触給電による磁気共鳴型の原理を Fig。2に 示す.送

信側 と受信側に,コ イルとコンデンサからなる LC回 路を

作り,送信側に電流を流すことにより周囲に交流磁場を発

生させる。交流磁場の周波数が回路の共振周波数だつた場

合,受 信側の回路には共振現象が起こり,受 信コイルにも

同じ周波数の電流が流れる。これをエネルギーとして取り

出す。

2.3給電システムの回路

給電システムの回路図を Fig。3に 示す。この給電システ

ムは,発 振機 (OSC))高周波電源 (AMP),LC回 路,送 受信
コイル,ブ ース トコィルで構成されている。この回路は,

送信側に電流を流すことにより,周囲に交流磁場を発生さ

せ,受信側の回路に共振現象を起こし,受 信コイルにも同

じ周波数の電流を流すものである。また,ブ ース トコイル

を間に入れることで,給 電距離を伸ばすことができる。

3.試作装置の概要

本実験において目標とする受信側の電流 ・電圧は2側・2A

である.これを実現するために,巻 き数比を1:1,効率100%

と仮定し,各 諸元を決定する。

今回使用するコイルは,送受信コイルとブース トコイル

の 3種 類で,こ れらはすべて同じ規格で構成する。線材は

ゅ0。35mmのエナメル線を使用し,表 皮効果を低減するた

めに,7本 よりのリッツ線を使用 し,4層巻きにする,コ ン

デンサは,市販のもので木手夢門く,レ麟競駆 きい 3300pF

のものを使用する.巻 き数は LC回 路の共振周波数の計算

式 (1)と,長岡の計算式 (2)(1)を使つて計算する各諸元は,
f:共振周波数 60(kHz),Lイ ンダクタンス,Ciコ ンデンサ
ー容量 3300(pF),K:長岡係数 (0.1297), μ:透磁率 (4π

10-7),atコイルの半径 35(mm),N:コイルの巻き数,1:コ
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イルの層長さ4(mm)である.これ らの値に基づいて必要な

インダクタンスは,

卜競    0
と計算できる.これよリコイルの巻き数を次式で計算す

る。

メ =

この結果,コイルの巻き数を100回 巻けばよいことがわか

った.

5.おわりに

非接触給電システムの磁気共鳴型を提案 した.そ して,

非接触給電の原理,給電システムの回路と試作装置につい

て説明した。今後は,試 作装置の製作と実験をしていく.
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